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(57)【要約】
【課題】  本発明はデータラインのサンプリングスイッ
チ制御信号を利用してデータラインをプリチャージさせ
初期化させるためのデータライン駆動方法及び液晶表示
装置に関するものである。
【解決手段】  本発明はデータラインをサンプリングす
るための制御信号に応答してデータラインを所定レベル
で充電させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】ビデオ信号が供給されるデータラインと、
前記データライン及び前記データラインに接続される画
素をプリチャージさせるための液晶表示装置のデータラ
イン駆動方法において、制御信号を発生する段階と、前
記制御信号に応答して前記データラインを相互に接続す
る段階と、前記データラインを所定レベルでプリチャー
ジさせる段階と、前記制御信号に応答して前記データラ
インを相互開放させる段階と、前記制御信号に応答して
前記データラインにビデオ信号を順次供給する段階とを
含むことを特徴とするデータライン駆動方法。
【請求項２】ビデオ信号入力ラインを経由してビデオ信
号が供給されるデータラインと、前記データライン及び
前記データラインに接続された画素をプリチャージさせ
る液晶表示装置において、所定レベルのプリチャージ信
号を発生するためのデータ駆動手段と、制御信号を発生
する制御信号発生手段と、前記制御信号に応答して前記
プリチャージ信号を前記データラインに共通に供給して
前記データラインをプリチャージさせるための切り換え
手段とを具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】前記切り換え手段は前記ビデオ信号入力ラ
インと前記データラインの間に設置されたことを特徴と
する請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記切り換え手段は一つの前記ビデオ信号
入力ラインと多数の前記データラインの間に接続される
多数のディマルチプレクサとを具備して、前記ディマル
チプレクサそれぞれは前記制御信号に応答して前記デー
タラインがプリチャージされる期間に前記データライン
を前記ビデオ信号入力ラインに接続させることを特徴と
する請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記ディマルチプレクサそれぞれは同一の
ビデオ信号入力ラインに接続された入力電極、互いに異
なるデータラインに接続された出力電極及び前記の制御
信号の発生手段に共通に接続された制御電極とを具備す
る多数のトランジスタとを具備することを特徴とする請
求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記データ駆動手段は前記データラインが
プリチャージされる期間に前記ビデオ信号入力ラインを
相互に接続して、前記データラインがプリチャージされ
た後前記ビデオ信号入力ラインを相互に開放することを
特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記データ駆動手段は前記データラインが
プリチャージされた後、ビデオ信号を前記データライン
に供給することを特徴とする請求項６記載の液晶表示装
置。
【請求項８】前記データ駆動手段は前記ビデオ信号入力
ラインに直列に接続された多数の出力電極と、前記出力
電極の間のパスを切り換えるための第１スイッチ素子
と、前記プリチャージ信号を発生するためのプリチャー
ジ信号源と、前記プリチャージ信号源と前記ビデオ信号
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入力ラインの間のパスを切り換えるための第２スイッチ
とをさらに具備することを特徴とする請求項２記載の液
晶表示装置。
【請求項９】前記プリチャージ信号源は充電された電圧
を前記データラインがプリチャージされる間充電された
電圧を放電させることで前記プリチャージ信号を発生す
るキャパシタであることを特徴とする請求項８記載の液
晶表示装置。
【請求項１０】ビデオ信号入力ラインを経由してビデオ
信号が供給されるデータラインと、前記データライン及
び前記データラインに接続された画素をプリチャージさ
せる液晶表示装置において、制御信号を発生する制御信
号発生手段と、前記制御信号に応答して前記ビデオ信号
入力ラインとデータラインの間を切り換えるためのサン
プリングスイッチ素子と、前記制御信号に応答して前記
データラインを相互に接続するためのプリチャージスイ
ッチ素子とを具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】前記プリチャージスイッチ素子はデータ
ラインの間に直列に多数接続されたことを特徴とする請
求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１２】前記データラインが相互短絡される間、
前記ビデオ信号の平均値に該当する信号を前記データラ
インに供給するためのデータ駆動手段とをさらに具備す
る特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１３】ビデオ信号入力ラインを経由してビデオ
信号が供給されるデータラインと、前記データライン及
び前記データラインに接続された画素をプリチャージさ
せる液晶表示装置において、所定レベルのプリチャージ
信号を発生するためのプリチャージ信号源と、制御信号
を発生する制御信号発生手段と、前記制御信号に応答し
て前記ビデオ信号入力ラインとデータラインの間を切り
換えるためのサンプリングスイッチ素子と、前記プリチ
ャージ信号を前記データラインに共通に供給するための
プリチャージラインと、前記制御信号に応答して前記デ
ータラインとプリチャージラインの間のパスを切り換え
るためのプリチャージスイッチ素子とを具備することを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】前記プリチャージスイッチ素子は前記デ
ータラインと前記プリチャージラインの間に直列に多数
接続されたことを特徴とする請求項１３記載の液晶表示
装置。
【請求項１５】ビデオ信号入力ラインを経由してビデオ
信号が供給されるデータラインと、前記データライン及
び前記データラインに接続された画素をプリチャージさ
せる液晶表示装置において、所定レベルのプリチャージ
信号を発生するためのプリチャージ信号源と、制御信号
を発生する制御信号発生手段と、前記の制御信号に応答
して一つのビデオ信号を多数のデータラインに供給する
ためのディマルチプレクサと、前記プリチャージ信号が
供給されるプリチャージラインと、前記制御信号に応答
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してディマルチプレクサでの入力ラインと前記プリチャ
ージラインの間のパスを切り換えるためのプリチャージ
スイッチ素子とを具備することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項１６】前記プリチャージスイッチ素子は前記デ
ィマルチプレクサの入力ラインと前記プリチャージライ
ンの間に直列に多数接続されたことを特徴とする請求項
１５記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置のデー
タライン駆動方法に関するもので、特に、データライン
のサンプリングスイッチ制御信号を利用してデータライ
ンをプリチャージさせ初期化させるための駆動方法及び
液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は小型、薄型化及び停電力
消費の長所を有する平板表示装置である。このような液
晶表示装置はノートブックＰＣ、事務自動化機器、オデ
ィオ/ビデオ機器で利用されている。特に、アクティブ
マトリックスタイプの液晶表示装置はスイッチ素子とし
て薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor：以下“Ｔ
ＦＴ”という）を利用して動的なイメージを表示するの
に好適である。最近には、既存の非晶質シリコンＴＦＴ
より多くの周辺駆動回路を集積化することができるポリ
シリコンＴＦＴに対する研究が活発に進められている。
【０００３】このような液晶表示装置は図１に示すよう
にＮｎ個のデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬ
Ｎｎ）とｍ個のゲートライン（ＧＬ１、ＧＬ２、…ＧＬ
ｍ）の交差部に画素がマトリックス形態で配置された画
素アレイ（１０）と、Ｎ個のビデオバスライン（ＶＬ
１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）とＮｎ個のデータライン（ＤＬ
１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）の間に設置されてビデオ
信号（Video１、Video２、…VideoＮ）をデータライン
（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給するための
サンプリングスイッチ部（２０）とを具備する。サンプ
リングスイッチ部（２０）はＮ個のビデオ信号（Video
１、Video２、…VideoＮ）をデータライン（ＤＬ１１、
ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に供給することでビデオバスラ
イン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の数を減らす。この
サンプリングスイッチ部（２０）はＮ個のビデオバスラ
イン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれかのラ
インとｎ個のデータラインの間に接続されたＮ個のディ
マルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）を含めて、デ
ィマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）それぞれは
ｎ個のＴＦＴを含む。
【０００４】ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それ
ぞれは制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）につれてターン
オン（turn-on）されてＮ個のビデオバスライン（ＶＬ
１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれか一つのラインに
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接続されたディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１、
…ＤＩＬＮ）を経由して供給されるビデオ信号をデータ
ラインに供給する。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮ
ｎ）のゲート端子に供給される制御信号（Φ１、Φ２、
…Φｎ）はディマルチプレクサ制御信号発生部（２２）
によって発生される。この制御信号（Φ１、Φ２、…Φ
ｎ）それぞれは図２のように１水平動機信号（１Ｈ）の
間、ビデオ信号に同期して順次ハイ論理に変化する。こ
のような制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答してＴ
ＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）それぞれは順次ター
ンオンされて該当ビデオ信号をデータライン（ＤＬ１
１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に順次供給する。
【０００５】一方、画質を改善するために隣接したデー
タライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）には相互
反対極性のデータ電圧が供給される。これによって、画
素が互いに異なる電圧レベルで充/放電されて電圧の差
が発生する。このような画素の電圧の差は隣接した画素
の間の色信号及び輝度差を招来させ画質を劣化させる。
例えば、図３のように第１データライン（ＤＬ１１）に
接続された赤色画素は６Ｖで充電されて隣接した緑色画
素はー３Ｖで充電されていて、青色画素は６Ｖで充電さ
れている。この場合、赤色画素、緑色及び青色画素は隣
接した画素とのカップリングによってそれぞれ５.８
Ｖ、ー２.８Ｖ及び５.９Ｖ変化するに変化し、必要な色
信号と輝度が得られなくなる。また、データライン（Ｄ
Ｌ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に相互に反対極性のデ
ータ電圧の差が供給されるとデータラインまたは画素間
の電圧変動の差と同程度に各ラインに電圧の差が大きく
表れるために消費電力が大きくなる。
【０００６】このために、液晶表示装置は図１で表した
ようにデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮ
ｎ）を任意の中間レベルで充電させるためのプリチャー
ジスイッチ部（３０）を具備する。プリチャージスイッ
チ部（３０）はビデオ信号が供給される前にデータライ
ン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべてをプリチ
ャージ信号（Ｖｐｃ）で充電させデータライン（ＤＬ１
１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を初期化させる。プリチャ
ージ信号（Ｖｐｃ）は画素アレイ（１０）の下段に形成
されたプリチャージライン（ＰＣＬ）から供給される。
プリチャージスイッチ部（３０）はデータライン（ＤＬ
１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）とプリチャージライン
（ＰＣＬ）の間に接続されたＮｎ個のＴＦＴ（Ｔ１１、
Ｔ１２、…ＴＮｎ）を含む。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、
…ＴＮｎ）それぞれはプリチャージ制御信号（Ｐｒｅー
ＥＮ）によってターンオン（turn-on）されてデータラ
イン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべてをプリ
チャージライン（ＰＣＬ）に接続させる。プリチャージ
制御信号（ＰｒｅーＥＮ）は図２で分かるところ、ビデ
オ信号がデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮ
ｎ）に供給される前にプリチャージ制御信号発生部（３
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２）から発生される。このようにデータライン（ＤＬ１
１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）が供給される前に中間電圧
で充電されるとデータラインまたは画素の充/放電時電
圧変動が１/２で減少されるので隣接したデータライン
または画素間のカップリングが減少して画質特性が改善
される。また、プリチャージによって電圧変動幅が減少
されるほど消費電力が減るだけではなくビデオバスライ
ン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）にビデオ信号を供給す
るためのデータ駆動部（図示しない）の出力信号スウィ
ング（swing）幅が１/２に減少されてデータラインまた
は画素充電時間が減少される。
【０００７】一方、図４に表れたようにプリチャージラ
イン（ＰＣＬ）は画素アレイ（１０）上段に形成するこ
とができる。この場合、プリチャージライン（ＰＣＬ）
とディマルチプレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…
ＴＮｎ）の間にはプリチャージ用のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ
１２、…ＴＮｎ）が形成される。しかし、従来のプリチ
ャージスイッチ部（３０）は別途のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ
１２、…ＴＮｎ）とプリチャージ制御信号発生部（３
２）が必要になるので表示パネルの有効表示面積が減る
ようになって従来技術でプリチャージ制御用信号は１５
～２０Ｖｐｐの高い電圧のパルスを生成するためのレベ
ルシフト（Level Shifter）を追加するの製造費用が上
昇する短所がある。また、従来のプリチャージスイッチ
部（３０）はＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）によ
って漏洩電流が発生されてデータラインまたは画素の電
圧変動を誘発して画質が劣化される問題点がある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は別途のプリチャージ回路が必要なくてデータライン駆
動方法及びそれを利用した液晶表示装置を提供するとこ
ろにある。本発明の他の目的はプリチャージタイムを減
るようにしたデータライン駆動方法及びそれを利用した
液晶表示装置を提供するところにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明のデータライン駆動方法はデータラインをサ
ンプーリングするための制御信号に応答してデータライ
ンを所定レベルで充電させる。本発明のデータライン駆
動方法は制御信号に応答してデータラインを所定レベル
で充電させる段階と、制御信号に応答してデータライン
にビデオ信号を供給する段階とを含む。
【００１０】本発明のデータライン駆動方法は制御信号
に応答してデータラインを相互に接続する段階と、デー
タラインを所定のレベルで充電させる段階と、制御信号
に応答してデータラインの間のパスを開放させる段階
と、制御信号に応答してデータラインにビデオ信号を順
次供給する段階とを含む。本発明の液晶表示装置は所定
のレベルのプリチャージ信号を発生するためのデータ駆
動手段と、制御信号を発生する制御信号発生手段と、簿
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でお信号入力ラインとデータラインの間で設置されて制
御信号に応答してデータラインをプリチャージ信号で充
電させるための切り換え手段とを具備する。
【００１１】本発明の液晶表示装置は所定のレベルのプ
リチャージ信号を発生するためのプリチャージ信号源
と、制御信号を発生する制御信号発生手段と、制御信号
に応答してビデオ信号入力ラインとデータラインの間を
切り換えるためのサンプリングスイッチ素子と、プリチ
ャージ信号を前記データラインに共通に供給するための
プリチャージラインと、制御信号に応答してデータライ
ンとプリチャージラインを切り換えるためのプリチャー
ジスイッチ素子とを具備する。本発明の液晶表示装置は
所定のレベルのプリチャージ信号を発生するためのプリ
チャージ信号源と、制御信号を発生する制御信号発生手
段と、制御信号に応答して一つのビデオ信号を多数のデ
ータラインに供給するためのディマルチプレクサと、プ
リチャージ信号が供給されるプリチャージラインと、制
御信号に応答してディマルチプレクサでの入力ラインと
プリチャージラインの間を切り換えるためのプリチャー
ジスイッチ素子とを具備する。
【００１２】
【作用】本発明によるデータ駆動方法及びそれを利用し
た液晶表示装置はサンプリングスイッチとサンプリング
制御信号を利用してデータラインをプリチャージさせ
る。
【００１３】
【発明の実施態様】以下、本発明の実施例を添付した図
５乃至図１１を参照して詳細に説明することにする。
【００１４】図５及び図６を参照すると、本発明の第１
実施例による液晶表示装置はＮｎ個のデータライン（Ｄ
Ｌ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）とｍ個のゲートライン
（ＧＬ１、ＧＬ２、…ＧＬｍ）の交差部に画素がマトリ
ックス形態で配置された画素アレイ（４０）と、Ｎ個の
ビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）とＮｎ
個のデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）
の間に設置されてデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、
…ＤＬＮｎ）にプリチャージ信号とビデオ信号（Video
１、Video２、…VideoＮ）を順次供給するためのプリチ
ャージ/サンプリングスイッチ部（５０）とビデオ信号
（Video１、Video２、…VideoＮ）を発生するためのデ
ータ駆動部（５４）とを具備する。プリチャージ/サン
プリングスイッチ部（５０）はデータライン（ＤＬ１
１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）のすべてにプリチャージ信
号を供給した後、ビデオ信号（Video１、Video２、…Vi
deoＮ）を順次供給する役割をする。このビデオ/サンプ
リングスイッチ部（４０）はＮ個のビデオバスライン
（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれかの一つの
ラインとｎ個のデータラインの間に接続されたＮ個のデ
ィマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）を含めて、
ディマルチプレクサ（ＤＭＸ１、…ＤＭＸＮ）それぞれ
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7
はｎ個のＴＦＴを含む。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…Ｔ
Ｎｎ）それぞれは制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）につ
れてターンオン（turn-on）されてＮ個のビデオバスラ
イン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）の中のいずれか一つ
のラインに接続されたディマルチプレクサ入力ライン
（ＤＩＬ１、…ＤＩＬＮ）を経由して供給されるプリチ
ャージ信号及びビデオ信号（Video１、Video２、…Vide
oＮ）をデータラインに供給する。ＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ
１２、…ＴＮｎ）のゲート端子に供給される制御信号
（Φ１、Φ２、…Φｎ）はディマルチプレクサ制御信号
発生部（５２）から発生する。データ駆動部（５４）は
ビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）に共通
で接続されてプリチャージ信号及びビデオ信号（Video
１、Video２、…VideoＮ）順次ビデオバスライン（ＶＬ
１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）に供給する。データ駆動部（５
４）は図７で表したようにビデオバスライン（ＶＬ１、
ＶＬ２、…ＶＬＮ）にそれぞれに接続されたバッパ（Ｂ
Ｆ１、ＢＦ２、…ＢＦＮ）と、ビデオ信号（Video１、V
ideo２、…VideoＮ）を切り換えるためのビデオ信号切
り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡ
Ｎ）と、供給電圧（Ｖｃｃ）を充/放電するためのキャ
パシタ（Ｃ）と、キャパシタ（Ｃ）の充電電圧（Ｖｃ）
をビデオバスライン（ＶＬ１、ＶＬ２、…ＶＬＮ）に供
給するためのプリチャージ信号切り換え用のスイッチ
（ＳＷＢ１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）とを具備する。バッ
パ（ＢＦ１、ＢＦ２、…ＢＦＮ）はビデオ信号（Video
１、Video２、…VideoＮ）の電圧レベルを画素アレイ
（４０）に適合したレベルでレベル整合させる。ビデオ
信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…Ｓ
ＷＡＮ）キャパシタ（Ｃ）が充電される期間が放電され
る期間に開けられる。ビデオ信号切り換え用のスイッチ
（ＳＷＡ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）がキャパシタ
（Ｃ）が充電される期間に開けられる反面に、キャパシ
タ（Ｃ）はビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ
１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）が開けられた期間に供給電
圧（Ｖｃｃ）を充電することと合わせてビデオ信号（Vi
deo１、Video２、…VideoＮ）が供給される期間、即
ち、プリチャージ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ
１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）が閉められた期間に充電され
た電圧を放電することでプリチャージ信号を発生する役
割をする。
【００１５】制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれ
は図８のように１水平動機信号（１Ｈ）の間、同時にハ
イ論理に変じた次に、ビデオ信号（Video１、Video２、
…VideoＮ）に同期して順次ハイ論理で変化する。これ
を詳細にすると水平動機信号（Ｈ）がハイ論理に変化す
ることと共に第１乃至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φ
ｎ）すべてがハイレベルで変化する。そうすると第１乃
至第１ｎＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２、…ＴＮｎ）は第１乃
至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して同時
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にターンオンされることでプリチャージ信号をデータラ
イン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に共通に供給
する。この時、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷ
Ａ１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は開けてある状態を維持
する反面に、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ
１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は閉められている状態を維
持する。プリチャージ信号が供給された後、第１制御信
号（Φ１）はハイ論理を維持する反面に、第２乃至第ｎ
制御信号（Φ２乃至Φｎ）はロー論理で反転する。これ
と同時に、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ
１、ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は閉められるようになり、
プリチャージ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ１、Ｓ
ＷＢ、…ＳＷＢＮ）は開けられる。これによって、第１
ＴＦＴ（Ｔ１１）は第１制御信号（Φ１）に応答してタ
ーンオン状態を維持してビデオ信号（Video１、Video
２、…VideoＮ）をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２、…ＤＬＮｎ）に供給するようになり、第２乃至第ｎ
ＴＦＴ（Ｔ１２、Ｔ１３、…Ｔ１ｎ…ＴＮ２、ＴＮ３…
ＴＮｎ）はターンオフされる。続いて、第１制御信号
（Φ１）はロー論理に反転される反面に、第２乃至第ｎ
制御信号（Φ２乃至Φｎ）は順次ハイ論理に変化する。
この時、ビデオ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＡ１、
ＳＷＡ２、…ＳＷＡＮ）は閉められた状態を維持する反
面に、プリチャージ信号切り換え用のスイッチ（ＳＷＢ
１、ＳＷＢ、…ＳＷＢＮ）は開けてある状態を維持す
る。これによって、第２乃至第ｎＴＦＴ（Ｔ１２、Ｔ１
３、…Ｔ１ｎ…ＴＮ２、ＴＮ３…ＴＮｎ）は順次ターン
オンされてビデオ信号（Video１、Video２、…Video
Ｎ）をデータライン（ＤＬ１２、ＤＬ１３、…ＤＬ１ｎ
…ＤＬＮ２、ＤＬＮ３、…ＤＬＮｎ）に供給する。
【００１６】このように、本発明の第１実施例による液
晶表示装置はディマルチプレクサ制御信号発生部（５
２）から発生する制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）を利
用してプリチャージさせることと共にデータライン（Ｄ
Ｌ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を駆動させる。その結
果、別途のプリチャージ信号を発生するための駆動回路
とプリチャージ信号切り換え用のＴＦＴが不要になる。
共に、充電能力または駆動能力が優秀なディマルチプレ
クサ用のＴＦＴをプリチャージ用のＴＦＴで使用するこ
とでプリチャージタイムを減らせる。一方、データ駆動
部の出力ラインまたは出力ピンすべてが短絡（short）
される時プローリング状態で切り換えされてプリチャー
ジ信号を発生したりキャパシタ（Ｃ）の代わりに別途の
電圧供給原画プリチャージ信号を発生することができ
る。
【００１７】図９を参照すると、本発明の第２実施例に
よる液晶表示装置はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２、…ＤＬＮｎ）の間に直列に接続されてデータライン
（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）を共通に接続させ
るためのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ
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１、…ＣＴｂｎ）とを具備する。
【００１８】プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴ
ｂ１、…ＣＴｂｎ）は隣接したデータライン、例えば、
第１データライン（ＤＬ１１）と第２データライン（Ｄ
Ｌ１２）の間に二つのプリチャージ用のＴＦＴが直列接
続されるように配置される。共に、プリチャージ用のＴ
ＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）は隣接したデ
ィマルチプレクサ用のＴＦＴの例をあげると。第１ディ
マルチプレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１１）と第２ディマルチ
プレクサ用のＴＦＴ（１２）の間に二つのプリチャージ
用のＴＦＴばどが直列に接続されるように配置される。
即ち、第１及び第２データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２）の間に接続された第１及び第２プリチャージ用のＴ
ＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１）は第１及び第２ディマルチ
プレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１１、Ｔ１２）の間に直列接続
される。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ
１、…ＣＴｂｎ）に供給される制御信号は隣接したデー
タラインに接続されたディマルチプレクサ用のＴＦＴの
制御信号と同一である。これによって、プリチャージ用
のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）それぞれ
はディマルチプレクサ制御信号発生部（６２）から発生
された制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して隣接
したデータラインに接続されたディマルチプレクサ用の
ＴＦＴと同時に制御される。例えば、ディマルチプレク
サ制御信号発生部（６２）から発生された第２制御信号
（Φ２）は第２ディマルチプレクサ用のＴＦＴ（Ｔ１
２）、第２プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１）及び第
３プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ２）を同時に制御す
る。従って、第２制御信号（Φ２）は第２プリチャージ
用のＴＦＴ（ＣＴａ１）及び第３プリチャージ用のＴＦ
Ｔ（ＣＴａ２）を制御するための制御信号（ｊ１、Φｉ
２）となる。
【００１９】制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれ
は図８と実質的に同一である。即ち、制御信号（Φ１、
Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の
間、同時にハイ論理に変化する。これによって、水平動
機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃
至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレ
ベルで変化することでプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ
１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）が同時にターンオンされて
データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）すべ
てを短絡させる。この時、図６に図示されたようにデー
タ駆動部（５４）はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２、…ＤＬＮｎ）にビデオ信号（Video１、Video２、…
VideoＮ）を供給するためのデータ信号の平均値に該当
する信号を発生する。この信号はプリチャージ用のＴＦ
Ｔ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）がターンオンさ
れる間に、データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬ
Ｎｎ）に供給されてデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２、…ＤＬＮｎ）  すべてを同一のレベルでプリチャー
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ジさせる。データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬ
Ｎｎ）がプリチャージされた次に制御信号（Φ１、Φ
２、…Φｎ）それぞれはビデオ信号（Video１、Video
２、…VideoＮ）に同期して順次ハイ論理に変化する。
一方、ビデオ信号（Video１、Video２、…VideoＮ）が
供給される間に、隣接したデータラインの間の二つのプ
リチャージ用のＴＦＴが直列接続されるので隣接したデ
ータラインの間に接続されたプリチャージ用のＴＦＴは
ビデオ信号（Video１、Video２、…VideoＮ）が供給さ
れる間、同時にターンオンされなくなる。従って、プリ
チャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ
ｎ）はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮ
ｎ）に供給されるビデオ信号（Video１、Video２、…Vi
deoＮ）に影響を与えなくなる。換言すれば、ビデオ信
号（Video１、Video２、…VideoＮ）が供給される間
に、隣接したデータラインの間に接続されたプリチャー
ジ用のＴＦＴは同時にターンオンされないために隣接し
たデータラインが短絡されることを防止することができ
る。
【００２０】このように、図９に図示された液晶表示装
置はディマルチプレクサ制御信号発生部（５２）から発
生される制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）を利用してデ
ータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）をプリ
チャージさせることで別途のプリチャージ制御信号発生
部が不要になる。また、図９に図示された液晶表示装置
は隣接したデータラインの間に直列に接続されたプリチ
ャージ用のＴＦＴが一つのプリチャージ用のＴＦＴに比
べて抵抗値が大きくなるのでデータライン（ＤＬ１１、
ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）側に印加される漏洩電流を最小
化することができる。一方、隣接したデータラインの間
に接続されたプリチャージ用のＴＦＴを制御するための
制御信号（Φｉ１、Φｊ１、……、Φｉｎ、Φｊｎ）は
ビデオ信号（Video１、Video２、…VideoＮ）が供給さ
れる間に隣接したデータラインが短絡されないように隣
接されないことが好ましい。また、制御信号（Φｉ１、
Φｊ１、……、Φｉｎ、Φｊｎ）の負荷は同一に維持す
ることが好ましい。これは制御信号（Φｉ１、Φｊ１、
……、Φｉｎ、Φｊｎ）のライジングタイム（rising t
ime）フォーリングタイム（falling time）を同一に維
持して画質均一度を得るためである。
【００２１】図１０を参照すると、本発明の第３実施例
による液晶表示装置はデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１
２、…ＤＬＮｎ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間
に直列に接続されてプリチャージ信号（Ｖｐｃ）をデー
タライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）に共通に
供給するためのプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、Ｃ
Ｔｂ１、…ＣＴｂｎ）とを具備する。プリチャージ用の
ＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）は一つのデ
ータラインとプリチャージライン（ＰＣＬ）の例をあげ
ると、第１データライン（ＤＬ１１）とプリチャージラ
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イン（ＰＣＬ）の間に二つのプリチャージ用のＴＦＴ
（ＣＴａ１、ＣＴａ２）が直列に接続されるように配置
される。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ
１、…ＣＴｂｎ）に供給される制御信号は隣接したデー
タラインに接続されたディマルチプレクサ用のＴＦＴの
制御信号と同一である。これによって、プリチャージ用
のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）それぞれ
はディマルチプレクサ制御信号発生部（６２）から発生
された制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に応答して隣接
したデータラインに接続されたディマルチプレクサ用の
ＴＦＴと同時に制御される。
【００２２】制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれ
は図８と実質的に同一である。即ち、制御信号（Φ１、
Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の
間、同時にハイ論理に変化する。これによって、水平動
機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃
至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレ
ベルに変化することでプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ
１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂｎ）が同時にターンオンされて
データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）のす
べてをプリチャージライン（ＰＣＬ）に短絡させる。こ
の時、プリチャージ信号（Ｖｐｃ）のすべてを同一なレ
ベルでプリチャージさせる。データライン（ＤＬ１１、
ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）がプリチャージされ、次に、制
御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれはビデオ信号
（Video１、Video２、…VideoＮ）に同期して順次ハイ
論理に変化する。
【００２３】図１０に図示された液晶表示装置はデータ
ライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）をプリチャ
ージさせるのに適合したプリチャージ信号（Ｖｐｃ）を
供給することで図９に図示された液晶表示装置に比べて
プリチャージ後、データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、
…ＤＬＮｎ）の電圧を均一にすることができる。
【００２４】図１１を参照すると、本発明の第４実施例
による液晶表示装置はディマルチプレクサ入力ライン
（ＤＩＬ１、…ＤＩＬＮ）とプリチャージライン（ＰＣ
Ｌ）の間に直列に接続されてプリチャージ信号（Ｖｐ
ｃ）をデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮ
ｎ）に共通に供給するためのプリチャージ用のＴＦＴ
（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１/ｎ）とを具備す
る。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…
ＣＴｂ１/ｎ）は一つのディマルチプレクサ入力ライン
とプリチャージライン（ＰＣＬ）の例をあげると、第１
ディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１）とプリチャ
ージライン（ＰＣＬ）の間に二つのプリチャージ用のＴ
ＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１）が直列に接続されるように
配置される。プリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴ
ｂ１、…ＣＴｂ１/ｎ）に供給される制御信号は隣接し
たデータラインに接続されたディマルチプレクサ用のＴ
ＦＴの制御信号と同一である。これによって、プリチャ*
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*ージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１/
ｎ）それぞれはディマルチプレクサ制御信号発生部（６
２）から発生された制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）に
応答して隣接したデータラインに接続されたディマルチ
プレクサ用のＴＦＴと同時に制御される。
【００２５】制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）それぞれ
は図８と実質的に同一である。即ち、制御信号（Φ１、
Φ２、…Φｎ）それぞれは１水平動機信号（１Ｈ）の
間、同時にハイ論理に変化する。これによって、水平動
機信号（Ｈ）がハイ論理に変化することと同時に第１乃
至第ｎ制御信号（Φ１、Φ２、…Φｎ）すべてがハイレ
ベルで変化することでプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ
１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１/ｎ）が同時にターンオンさ
れてデータライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）
のすべてをプリチャージライン（ＰＣＬ）に短絡させ
る。データライン（ＤＬ１１、ＤＬ１２、…ＤＬＮｎ）
がプリチャージされた次に、制御信号（Φ１、Φ２、…
Φｎ）それぞれはビデオ信号（Video１、Video２、…Vi
deoＮ）に同期して順次ハイ論理に変化する。
【００２６】図１１に図示された液晶表示装置は図９及
び図１０に図示された液晶表示装置と対比するとき、プ
リチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ
１/ｎ）がディマルチプレクサ入力ライン（ＤＩＬ１、
…ＤＩＬＮ）とプリチャージライン（ＰＣＬ）の間に直
列に接続されためにプリチャージ用のＴＦＴ（ＣＴａ
１、ＣＴｂ１、…ＣＴｂ１/ｎ）の数が少なくとも１/ｎ
ほど減る。従って、図１１に図示された液晶表示装置は
図９及び図１０に図示されたそれらと対比してプリチャ
ージ回路が占める面積を減らせる。また、プリチャージ
回路がサンプリングスイッチ部の上に位置するのでプリ
チャージ回路による画質の劣化を最小化させることがで
きる。
【００２７】
【発明の効果】上述したように、本発明によるデータラ
イン駆動方法及びそれを利用した液晶表示装置はサンプ
リングスイッチとサンプリング制御信号を利用してデー
タラインをプリチャージさせることでプリチャージスイ
ッチ、プリチャージ制御信号発生用の回路、別途のプリ
チャージ回路が不要になる。本発明によるデータライン
駆動方法及びそれを利用した液晶表示装置は駆動能力が
大きいサンプリングスイッチを利用してデータラインを
プリチャージさせることでプリチャージタイムを減らせ
る。
【００２８】以上説明した内容を通して当業者でアレイ
ば本発明の技術思想を一脱しない範囲で多様な変更及び
修正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術
的な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限ら
ず特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は従来の液晶表示装置を表した図面であ
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る。
【図２】  図２は図１に図示された液晶表示装置のデー
タラインの駆動信号を表す波形図である。
【図３】  図３は図１に図示されたデータラインの電圧
変動を表す図面である。
【図４】  図４は従来の異なる液晶表示装置を表す図面
である。
【図５】  図５は本発明の第１実施例による液晶表示装
置を表す図面である。
【図６】  図６は図５に図示された液晶表示装置のデー
タ駆動部を表す図面である。
【図７】  図７は図６に図示されたデータ駆動部の出力
部の構成を詳細に表す図面である。
【図８】  図８は図５に図示された液晶表示装置のデー
タラインの駆動信号を表す波形図である。 *
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*【図９】  図９は本発明の第２実施例による液晶表示装
置を表す図面である。
【図１０】  図１０は本発明の第３実施例による液晶表
示装置を表す図面である。
【図１１】  図１１は本発明の第４実施例による液晶表
示装置を表す図面である。
【符号の説明】
１０、４０：画素アレイ
２０：サンプリングスイッチ部
２２、５２、６２：ディマルチプレクサ制御信号発生部
３０：プリチャージスイッチ部
３２：プリチャージ制御信号発生部
４０：ビデオ/サンプリングスイッチ部
５０：プリチャージ/サンプリングスイッチ部
５４：データ駆動部

【図１】

【図３】
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【図２】

【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】
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